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日本全国の大学に設置された、総合、歴史、美術、
自然史、工業科学、植物園、水族館などさまざまな
館種の大学博物館を紹介する事典です。

各館の概要・利用案内・所在地だけでなく、収蔵品
の概要や市民・学校を対象とした教育活動もわかり
ます。また、外観・館内写真、案内図等も多数掲載
しました。

大学名から引ける「収録博物館一覧」、コレクション
等のキーワードから引ける「事項名索引」付き。

全国の大学ミュージアムの
全てがわかる！

■収録館例■

北海道大学総合博物館
岩手大学動物の病気標本室
東北大学総合学術博物館
秋田大学工学資源学部附属鉱業博物館
跡見学園女子大学花蹊記念資料館
杉野学園衣裳博物館
多摩美術大学美術館
朝鮮大学校付属朝鮮歴史・自然博物館
東京海洋大学海洋科学部附属水産資料館
東京大学総合研究博物館
東京大学大学院理学系研究科附属植物園
武蔵野音楽大学楽器博物館
明治大学博物館
早稲田大学坪内博士記念演劇博物館
女子美アートミュージアム
新潟薬科大学薬学部附属薬用植物園
金沢大学資料館
東海大学海洋科学博物館
名古屋大学博物館
南山大学人類学博物館
滋賀大学経済学部附属史料館
京都大学総合博物館
大阪大学総合学術博物館
神戸大学海事博物館
京都大学白浜水族館
鳥取短期大学絣美術館
島根大学ミュージアム
川崎医科大学現代医学教育博物館
九州大学総合研究博物館
長崎純心大学博物館
鹿児島大学総合研究博物館
琉球大学資料館（風樹館）

…など140大学・170館

掲載事項

名称、英語名称、館のキャッチフレーズ、沿革・概要、収蔵品・展示概要、
収蔵分野・総点数、主な収蔵品/コレクション、展示テーマ、教育活動、
調査研究活動、刊行物
所在地、TEL、FAX、URL、E-mail、交通、開館時間、観覧所要時間、
入館料、休館日、施設、利用条件、メッセージ、高齢者,身障者等へ
の配慮、車イスの貸出、身障者用トイレ、無料ロッカー、駐車場、
外国語のリーフレット/解説書、ミュージアムショップ/レストラン、今後3年
間のリニューアル計画、設立年月日、設置者、館種、責任者、組織

〔監修〕　伊能 秀明 いよく・ひであき
明治大学博物館事務長。法学博士（明治大学）。専攻は法史学。
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〈考古部門〉―人類と歴史―
本大学は、1950年に文学部考古学専攻が設置されて以降、旧石器時代から古墳時代
にいたる各時代の遺跡を全国的に発掘調査してきた。それらの中には、出土資料が
重要文化財に指定された栃木県出流原遺跡、群馬県岩宿遺跡、埼玉県砂川遺跡、神
奈川県夏島貝塚などが含まれている。
〈刑事部門〉―法と人　罪と罰―
建学の理念「権利自由」にもとづき、古代から近代に至る歴史的な法令、江戸の庶
民に法令を伝達した高札、捕物道具、日本や外国の拷問・刑罰具など人権抑圧の歴
史を物語る刑事関係資料を展示している。とくに断頭台ギロチン、中世ドイツの拷
問・処刑具ニュルンベルクの鉄の処女は、わが国唯一の展示資料である。
〈商品部門〉―さまざまな伝統デザイン―
昭和30（1955）年代以降の高度経済成長期に機械工業製品が躍進する一方、従来の
伝統工芸の衰退を契機として、漆器、染織品、陶磁器などの収集・展示を開始した。
商品の原材料、部品、製造技法、製造工程、意匠の種別などを紹介し、伝統工芸の
全体像を概観できるよう展示されている。

【収蔵分野・総点数】

〈考古部門〉
旧石器時代、縄文時代、弥生時代、古墳時代の考古史料、世界各地の旧石器時代資
料　黒耀石研究に関する学術資料　中国鏡などの東アジア考古関係資料　化石人骨
標本など刑事部門　江戸時代の古文書、捕物具、拷問・処刑具など
〈刑事関係資料〉古代から近代に至る法制史料　高札　近世・近代の歴史的事件に
関する絵画資料　絵図・古地図・法史学関連資料など
〈商品部門〉
陶磁器、漆器、竹木工品、染織品、ガラス製品、金工品、文具、和紙、郷土玩具など
総点数は、3部門合計で約30万点にのぼる。

【主な収蔵品/コレクション】

〈考古部門〉
国指定重要文化財　栃木県出流原遺跡・群馬県岩宿遺跡・埼玉県砂川遺跡・神奈川
県夏島貝塚の各出土資料　茂呂遺跡（旧石器時代）、雨滝遺跡（縄文時代）、板付
遺跡（弥生時代）、五領遺跡（古墳時代）などの各出土資料
〈刑事部門〉
ギロチン　ニュルンベルクの鉄の処女など日本や諸外国の拷問・刑罰具　古代から
近代に至る日本史上著名な法制史料　高札コレクション　名和弓雄捕物道具コレク
ション　日向国延岡藩内藤家文書　東北から九州にいたる各地の地方文書　絵図　
錦絵など

・所在地� 〒101-＊＊＊＊　東京都＊＊＊区＊＊＊＊　明治大学アカデミーコモン
内

・TEL� 03-＊＊＊＊-＊＊＊＊
・FAX� 03-＊＊＊＊-＊＊＊＊
・URL� http://www.meiji.ac.jp/museum/
・E-mail� museumu@＊＊＊＊＊＊.＊＊.＊＊
・交通� 1）JR御茶ノ水駅下車徒歩3分，2）東京メトロ御茶ノ水駅・新御茶ノ水

駅下車徒歩5分，3）都営新宿線・三田線神保町駅下車徒歩10分
・開館時間�博物館　10:00～16:30,黒耀石研究センター　9:00～17:00
・観覧所要時間�博物館120分,黒耀石研究センター30分
・入館料�博物館　常設展は無料　特別展は有料の場合あり,黒耀石研究センター　無
料

・休館日�博物館　8月10日～16日，12月26日～1月7日，その他大学の定める休業日　
黒耀石研究センター　土・日曜　祝日　8月10日～16日，12月26日～1月7日，そ
の他大学が定める休業日

・施設�地上11階地下2階建てのアカデミーコモン（延べ床面積25,803㎡）の地下1・2
階にあり、博物館の専有延べ面積は2,593㎡。展示部門（880㎡）の他、図書室、
体験学習室、会議室、古文書整理室、考古・民俗資料整理室、特別収蔵室、考古・
民俗資料収蔵室、古文書収蔵室、写真保管庫57㎡、写真保管室など。また長野県
小県郡長和町にある分館の黒耀石研究センターは地上2階建て、エントランスホ
ール、収蔵室、整理分析室、洗浄分類室、図書閲覧室、図書収蔵室、会議室、事
務室など。

・利用条件
（1）利用を限定する場合の利用条件や資格�出版・テレビ放映等の営利目的での資

料利用は有料。団体見学で展示解説の希望者は、見学日の7日前までに要連絡
（2）調査研究目的で利用する場合の条件や資格�古文書等の収蔵資料の閲覧は、予
約制。資料の調査研究成果を公表する場合、要事前連絡。

・メッセージ�図書室は、開架式で、文化財調査報告書、考古学・歴史学系図書、地方
誌史、展覧会図録、辞典類など約7万冊を備え、万人が利用可（日・祝日は閉室）。
火・木・金曜の開館中、友の会ボランティアによる展示解説が受けられる。地下
2階に、大型バス、身障者用の駐車スペースがある（要事前連絡）。博物館は、
交通便利な都心に立地し、最寄り駅から近く、周辺には神田古書店街、カザルス
ホール、ニコライ堂、湯島聖堂、神田明神などがある。

・高齢者,身障者等への配慮�バリアフリー
・車イスの貸出� 有り
・身障者用トイレ� 有り
・無料ロッカー� 有り
・駐車場� 有り（有料）
・外国語のリーフレット,解説書� 有り
・ミュージアムショップ/レストラン��
刊行物やオリジナル・グッズの展示、
イベントの告知、来館者のご意見の掲
示、友の会や交流機関の情報提供のス

明治大学博物館
Meiji University Museum

“建学の理念「権利自由 独立自治」の高揚に
 資する考古、刑事、伝統工芸の個性的展示”

　明治大学は、早くから博物館教育事
業を展開し、刑事博物館（1929年創
設）、商品陳列館（1951年創設、2002
年博物館に改称）、考古学陳列館（1952
年創設、1985年博物館に改称）が設置
され、さまざまな学術資源の集積と公
開に努めてきた。
　3つの博物館は、半世紀以上にわた
り刑事関係資料や古文書、伝統的工芸
品、考古資料や文化財調査報告書など
の文献を収集保存し、独自の資料所蔵体系を構築するとともに、国内有数の
コレクションを展示して学術研究や教育文化の向上、出版報道の利用に供し
てきた。キャンパスの再開発が構想され、生涯教育向け校舎の新築が計画さ
れる中で、新教育棟への移転を契機に、従来懸案とされていた3博物館の統合
が実現した。
　2004年4月1日、生涯教育の拠点となるアカデミーコモンがオープンし、地
階に私学では初のユニバーシティ・ミュージアムとして明治大学博物館が開
館し、最先端の施設設備のもとで考古、刑事、商品の3つの部門展示、特別展
や公開講座など充実した博物館事業が展開されている。
　1989年に私学としては初めて博物館友の会が結成され、自主運営で活発な
生涯学習活動を継続するとともに、ボランティア有志が展示解説、図書室監視、
特別展受付を務めて利用者へのサービス向上に協力してくれている。
　本大学は、1984年以来長野県小県郡長和町にある鷹山黒耀石原産地遺跡群
の調査研究を継続しており、2001年4月に黒耀石研究センターを開設した。

【収蔵品・展示概要】

常設展示は、考古、刑事、商品の3つの部門展示がある。

『大学博物館事典－市民に開かれた知とアートのミュージアム－』
内容見本 東京都
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